
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＣＴＲソフトウエアのデータフロー 
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１．概要 

 ＣＴＲソフトウエアは、ＸＲＤ，ＥＢＳＤの測定データを扱う。 

    ＸＲＤデータとして、θ／θ測定データ、繊維試料台測定データ、極点測定データ 

 ＥＢＳＤデータとして、角度データ、ＯＤＦデータを扱う。 

    ＸＲＤのθ／θ測定データから、 

   ＸＲＤ測定データのデータベース作成とクラスター分析デンドログラム評価 

   ＮＤ方向の逆極点評価 

  繊維試料台測定データ（１軸配向、回転試料台透過光学系） 

   繊維配向評価 

 極点測定データ 

   材料の異方性評価（極点図、逆極点図、ＯＤＦ図） 

 ＥＢＳＤ角度データ 

   ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓの入力データ変換 

 ＥＢＳＤＯＤＦデータ 

   ＯＤＦ解析、ＬａｂｏＴｅｘへ入力 

 ＸＲＤデータとして、Ｒｉｇａｋｕ，Ｂｒｕｋｅｒ、ＰＡＮａ測定データ 

 ＥＢＳＤとして、ＯＩＭ，Ｏｘｆｏｒｄデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ＸＲＤのθ／θ測定データ 

   扱えるデータ（Ｒａｗ，ＡＳＣ，ＴＸＴ） 

 Ｒｉｇａｋｕ 

   ＲＩＮＴシリーズは、Ｒａｗデータを入力する。 

   ＳｍａｒｔＬａｂは、測定時、ＡＳＣファイルを作成 

   あるいは、ＲａｓｔｏＡｓｃソフトウエアで、ＲａｓからＡＳＣファイルに変換 

 ＰＡＮａ 

   ＰＡＮａＴＴＤａｔａｔｏＡｓｃソフトウエアでｘｒｄｍｌからＡＳＣファイルに変換 

 

 ２．１クラスター分析デンドログラム評価 

  作成されるデータはＴＸＴ 

   



 ２．２逆極点評価 

 扱えるデータ（ＡＳＣ） 

 作成されるデータはｃｓｖ，TXT 

複数のＡＳＣファイルから逆極点図一括処理 

   

 

   一括処理されたデータから逆極点図表示 

   



 等高線表示 

 ＴＸＴデータ 

 ３６ＢＯＸからｈｋｌｌｉｓｔ表示 

  

  逆極点図を３６分割し、逆極点図の外周をプロット 

 ＴＸＴデータ 

 

 

 

 

 



 ３．繊維試料台測定データ 

  透過配置の極点図の外周データ（α角度）のみ用いる。 

  高分子材料、軸配向の評価に適する。 

  ２次元データからは極点図の外周部分の測定は出来ない。(重要なＲＤ方向データ欠落している) 

  

   

   

 

 

 

極点処理結果はＴＸＴ２ 

（α、β、Ｉｎｔｅｎｓ．） 



４．極点図処理 

 ４．１ 極点図処理 

  

 処理結果の極点データは（α、β、強度）の TXT2データ 

TXT2データは各種処理に使用される。 

入力される ASCデータ 

 

各種処理後の極点図(TXT2) 

 



 ４．２ ＯＤＦ解析 

  

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙには平滑化が可能、又、各種ＯＤＦ向けデータを作成 

  

 



 ５．ＥＢＳＤデータ 

  ５．１ ＡｎｇｌｅＤａｔａ 

  

    

 

  ５．２ ＯＤＦＤａｔａ 

   

      

   


